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アジアでの貿易が他地域と較べても飛躍的に伸びている。
そのなかで日本の港湾の果たす役割は非常に大きい。
今後もますます増加するコンテナ取扱量への対応が求められている。
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出典：Containerisation International Yearbook 
(The National Magazine Co.Ltd)をもとに作成

アジアは世界のコンテナ流動の中心を担いつつある。

11,500万TEU（2002年）、これがアジア地域の港湾のコンテナ取扱量。
これは10年前（1992年）の3.6倍。

■アジア
■日本
■欧州
■北米
■その他
単位：百万TEU
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出典：日本郵船、商船三井資料

（ ）はシェア、
○倍は1990年比を示す

TEU：20ft.（コンテナの長さ）換算の
コンテナ取扱個数の単位




